
(学校番号　中 －　２５ 　  　)

分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果の考察
に基づく今後の改善方策

学校関係者評価
及び意見

自己評価結果と
学校関係者評価結果
を踏まえた今後の
改善方策

　

分野 重点目標 評 価 項 目 達成・取り組み状況の評価
自己評価結果の考察
に基づく今後の改善方策

学校関係者評価
及び意見

自己評価結果と
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生徒に学習課題を明確に提示し
ている。「わかる授業」を展開する
とともに、基礎学力の定着に努め
た。

基礎基本の確実な定着とわかりやすい授業
の工夫に努めた。定期テスト前の「学習会」だ
けでなく、学習優先日を機能させられる取り
組みがあるとよいとの意見があった。

基礎基本が身につくよう、指導法
に工夫を加えて実践している。

基礎的・基本的内容が身につくよう指導して
いる。

個に応じた指導を適宜行い、一
人一人の生徒の学習意欲を引き
出している。

学習意欲のない生徒を含め、個人差が大きく
生徒一人一人に応じた指導が十分ではな
い。毎日の「振り返り」を導入し、「授業の振り
返り」「生活の振り返り」を実施し、次年度の公
開研究に着手している。

○学校教育目標の具
現化に向けて、今後も
さらなる研鑽を積ん
で、全教職員が意識し
て取り組めるようにして
いきたい。
〇「目指す生徒像」実
現のため、具体的な手
立てについて共通理
解のもと進めていきた
い。

教
育
課
程
・
学
習
指
導

・わかる授業を実践す
る中で、基礎基本の
徹底を図り、学習に対
する意欲を喚起する。

保護者から最も求められる
ことが、学力の向上である。
わかる授業や一人一人を
大切にする授業が実践で
きるよう、指導内容を工夫
し、よりよい指導方法に努
めることが第一である。今
後も、全職員で「わかる授
業」を実践し、各教科で研
修を行い、教師の授業力
の向上に努めていく。教科
部会も授業のコマに入れ、
授業の検討も行っていきた
い。

○授業がわからないと
生徒のやる気が高まら
ないので、わかる授業
を徹底し、改善を図
り、わかる授業の実践
に努めてほしい。
〇基礎学力の充実の
ため補習などが行わ
れるといいと思う。

○引き続き学習指導
を充実させていきた
い。教科部会を中心
に指導方法の工夫や
学習指導要領の観点
に則した教材研究や
評価材料を検討し、研
鑽を積んでいく必要が
ある。
○さらに基礎的な知識
が習得できるよう検討
していきたい。

教
育
目
標

・教育目標を強く意識
して日々努力する。保
護者が意識できるよう
保護者会等や学校便
りで伝え、家庭にも協
力を得る。地域とも連
携をさらに強めてい
く。来年度も小中連携
にも力を入れていく。

学校教育目標の具現化に向け、
「目指す生徒像」「目指す教職員
像」「目指す学校像」に迫ることが
できる。

生徒に寄り添う
　→時間に制約が多い中だったが、生徒に
     少しでも寄り添えられるよう努めた。
わかる授業
  →常に改善し続けるよう努める。
地域を愛する
  →コミュニティスクールに関して、外部講師
     を招き校内研修会を実施した。

一部、共通理解に課題があったとの意見が
あった。また、知・徳・体のバランスのとれた教
育課程の実施をするよう更なる授業改善と道
徳教育の充実を図る必要がある。

・保護者への「教育目標や
経営の重点に向けた教育
を推進している」という問い
に対する肯定的評価は８
５％、「目指す生徒像を意
識した指導をしている」とい
う問いに対する肯定的評価
は８３％を示している。この
数値から、本校の教育活動
は、多くの保護者から理解
を得ていると思われる。さら
に、生徒の自主性を育てる
ために、職員がもっと話せ
る雰囲気をつくり、指導目
的の再確認や指導方法の
共通理解を図りたい。

○目指す生徒像・学
校像すべてにおいて
考えを出し合い話し合
える関係であることが
目標に近づく一歩だと
思える。
○目標は全員で共有
するのが大事だと思い
ます。
○教育目標の見直し
を図ることも必要であ
る。
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教科部会で、指導内容・指導方
法を話し合い、授業の改善に努
めている。

授業規律を学校全体で徹底することが必要
である。

分掌組織がわかりやすく、教職
員一人一人が自分の分掌を理
解して、実践している。

担当任せのところがあったり、一部の担当に
業務が集中したりするなど、改善すべき点が
ある。

教職員一人一人が学校運営に
参画しやすい、風通しの良い職
場風土が構築されている。

教職員が様々な意見を自由に言い合える雰
囲気づくりをさらに充実させたい。

学年経営や学級経営が計画的
に進められている。

学年によっては、様々な課題への対応が多
く、当初の計画どおり進んでいない現状であ
る。

生徒は学校生活の中での規則を
理解し、守ろうと努力している。

服装や時間について共通認識を図っていき
たい。目指す生徒像を日常から意識して指導
にあたりたい。

問題行動等への生徒指導体制
が全職員共通理解のもと確立さ
れ、機能している。

全職員で対応しているが、問題行動や一部
の生徒対して、指導が十分にできていない状
況である。

家庭・地域・関係機関との連携が
進められている。

学級担任、部活動顧問などそれぞれの立場
で、家庭と連絡を取っている。

教育相談体制が整備され、機能
している。

スクールカウンセラーとの連携が図られてい
る。また、教育相談など生徒が相談しやすい
体制をつくるようにしている。

安全点検が確実に行われ、安全
な生活環境が整備されている。

老朽化が進み修繕箇所が増えているため、
関係機関との調整が必要である。

災害時、不測の事態を想定した
適切な指導や避難訓練を行って
いる。

避難訓練を実施し、非常時の備えや行動を
再確認することができた。

安
全
管
理

・学校安全計画に基
づいた安全管理と危
機管理体制の確立お
よび生徒たちの危機
対応能力の向上を図
る。

生徒の安全を常に第一に
考え、危機管理能力を高
めなければならない。施設
の老朽化に対しては、教育
委員会とも連携し修繕等に
適切に対応していく。避難
訓練の方法や回数の見直
し、様々な危機管理に対す
る教職員の訓練やシミュ
レーション等を行い危機管
理能力を高める必要があ
る。

学校は、安全で安心
できる場所でなければ
ならない。安全管理に
は十分気を付けてい
ただきたい。地域の自
助、共助、公助という
観点では共助の精神
が重要である。地域で
の防災訓練を計画し
ている。中学生は、貴
重な存在であるので
協力していただきた
い。

学校生活はもちろん、
学校生活以外での日
常生活での安全指導
も行っていく。登下校
や学校生活での危険
箇所など生徒の生活
環境を見直す。災害
での防災対策を再検
討し、避難訓練の在り
方を見直す。地域の
一員としての防災や安
全についての意識を
向上させていきたい。

組
織
運
営

・教育目標達成に向
け、教職員一人一人
が、義務と責任を果た
している。

より効率的に組織運営でき
るよう分掌の見直しを図り、
教職員一人一人の良さを
生かせるよう適材適所の配
置に努めていくこと、教育
計画は年度途中に計画の
見直しを図り、実態に応じ
て進めていくことが必要で
ある。教職員が一致団結で
きる職場、働きやすい職場
に努める。

○校務分掌が重すぎ
るなどの意見が多く、
組織運営に限界を感
じます。
○先生方が協力して
職場環境をよりよくし
ていくことが大切であ
る。若年層教諭が増
加している。若い先生
方の育成が大切であ
る。先生方の共通理
解が図れるようにして
いただきたい。

○初若年層が増え、
校務分掌の配置には
頭を悩ませている。で
きる限り年齢や経験等
に偏りがないよう配置
していきたいが、初若
年層に任さざるを得な
いこともあるので、資料
や今後の課題などを
引き継げるようにして
いきたい。
〇得意な分野で実力
が発揮できるよう管理
職との面接を充実さ
せ、適正と能力を勘案
しながら組織づくりを
行っていきたい。

生
徒
指
導

・基本的生活習慣を
培い、適応力や忍耐
力を身につけた生徒
の育成を図る。
・すぐに動ける職員体
制を確立する。

全教職員で生徒指導方針
を共通理解し、実践してい
く。学校と家庭で協力して
根気強く指導を続けてい
く。また、スクールカウンセ
ラーや外部の関連機関と
は生徒指導主事を窓口とし
て今後も積極的に連携して
いく。
スクールカウンセラーと担
任の連携が密になるように
話しを聞く時間の確保を行
いたい。

○あいさつをよくしてく
れる生徒が多いと思い
ます。
○生徒観察を通じて
家庭との連絡も密に
とっていただき、相談
にのっていただきた
い。

○生徒の日常生活で
の変化や問題行動な
ど一人一人の様子を
把握し、家庭と連携を
取る。生徒の学校での
様子、家庭での様子を
教職員と保護者がお
互いに情報交換を密
にする。
○関係機関との連携
を図り、早い対応、より
良い対応をする。

教
育
課
程
・
学
習
指
導

・わかる授業を実践す
る中で、基礎基本の
徹底を図り、学習に対
する意欲を喚起する。

保護者から最も求められる
ことが、学力の向上である。
わかる授業や一人一人を
大切にする授業が実践で
きるよう、指導内容を工夫
し、よりよい指導方法に努
めることが第一である。今
後も、全職員で「わかる授
業」を実践し、各教科で研
修を行い、教師の授業力
の向上に努めていく。教科
部会も授業のコマに入れ、
授業の検討も行っていきた
い。

○授業がわからないと
生徒のやる気が高まら
ないので、わかる授業
を徹底し、改善を図
り、わかる授業の実践
に努めてほしい。
〇基礎学力の充実の
ため補習などが行わ
れるといいと思う。

○引き続き学習指導
を充実させていきた
い。教科部会を中心
に指導方法の工夫や
学習指導要領の観点
に則した教材研究や
評価材料を検討し、研
鑽を積んでいく必要が
ある。
○さらに基礎的な知識
が習得できるよう検討
していきたい。
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危機管理マニュアルが活用さ
れ、職員・生徒ともに危機対応能
力を身につけている。

危機管理マニュアルは見直しや再確認を
行ったが、実際に動けるかは訓練が必要。職
員室に危機管理マニュアルを掲示した。
９月に実施した学校と地域との共同防災訓練
についてはとても効果が上がった。そのた
め、次年度以降も継続したい。

学校保健安全計画に基づいて、
子供たちの健康管理、保健指導
が行われている。

養護教諭を中心に学校安全保健委員会の実
施など保健指導を計画的に進めることができ
た。

子供の病気やけがなど適切な処
置や指導を行い、家庭連絡がで
きている。

けがや体調不良への対応、早退生徒への家
庭連絡など、職員間で連携し迅速に対応す
ることを徹底した。

健康診断関係では、事前指導お
よび事後指導も確実に行ってい
る。

保健だより等により家庭へ連絡をした。また，
学級担任や部活動顧問とも連携して，事後
指導の徹底を図った。

学校の保健計画に基づき、生徒の
健康指導と管理が適切に行われて
いた。

健康観察等よる徹底した取り組みができた。
フォーム等による欠席連絡方法等を用い効
率化を図った。

学校の給食計画に基づき、給食
指導と食育が適切に行われた。

安心安全な給食を実施することができた。ま
た、アレルギー対応等の職員研修を実施し
た。

各教科・分掌で計画的に研究・
研修を進め、教育課題の改善に
努めている。

各教科での教材研究や授業研究を行ってい
る。「わかる授業」の実践を行っている。

日常の教育活動に生かすことが
できる研修を計画することができ
ている。

研修内容の充実と精選をする必要がある。ま
た、各自が研究・研修することにより高みを目
指すことが必要である。

地域・ＰＴＡとの連携が図られて
いる。

ＰＴＡ、連合町会や社会福祉協議会など、積
極的な協力がある。

学校から、保護者や地域への情
報発信を積極的に行っている。

学級・学年・学校だよりの読みやすいよう工夫
することを意識した。

研
修

・自ら考え、進んで自
己の確立に取り組む
生徒を育成するため、
教科指導の充実を目
指した校内研修を推
進する。

研修の時期や内容を、実
態に応じて検討し、年間予
定を考え計画的に実施し
ていく。若年層教員の増加
に伴い、若手の先生方の
力量を高めることが必要で
あり、若年層研修を充実さ
せていきたい。

教師にとって一番大
切な教科指導力を向
上させるための研究・
研修の充実を図る。

必要な研修内容を考
え、よりよい研修になる
よう工夫する。オンライ
ン授業を充実させるた

めの研修を行う。

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携

・地域・保護者への情
報提供を積極的に進
め、地域・保護者との
連携を深める。

地域団体、ＰＴＡに支えら
れ、地域との連携が図られ
ている。また、コミュニティス
クール関連の取り組みに力
を入れる。
生徒が地域の一員としての
自覚を高められるようにし
ていきたい。また、保護者
からの意見や要望に対して
組織で対応できるようにし
ていく必要がある。

社会福祉協議会が中
心となり、学校と連携
した地域行事等への
中学生のボランティア
活動は有意義である。
行事がなくなると地域
の子供の成長がみら
れなくなってしまう。進
路相談等は学校から
も積極的に情報を発
信したほうがよい。

積極的に地域に貢献
できる中学生になるよ
う、ボランティア活動を
はじめ地域での活動
に参加できる体制をつ
くっていく。進路相談
等も積極的に情報を
発信するようにする。

安
全
管
理

・学校安全計画に基
づいた安全管理と危
機管理体制の確立お
よび生徒たちの危機
対応能力の向上を図
る。

生徒の安全を常に第一に
考え、危機管理能力を高
めなければならない。施設
の老朽化に対しては、教育
委員会とも連携し修繕等に
適切に対応していく。避難
訓練の方法や回数の見直
し、様々な危機管理に対す
る教職員の訓練やシミュ
レーション等を行い危機管
理能力を高める必要があ
る。

学校は、安全で安心
できる場所でなければ
ならない。安全管理に
は十分気を付けてい
ただきたい。地域の自
助、共助、公助という
観点では共助の精神
が重要である。地域で
の防災訓練を計画し
ている。中学生は、貴
重な存在であるので
協力していただきた
い。

学校生活はもちろん、
学校生活以外での日
常生活での安全指導
も行っていく。登下校
や学校生活での危険
箇所など生徒の生活
環境を見直す。災害
での防災対策を再検
討し、避難訓練の在り
方を見直す。地域の
一員としての防災や安
全についての意識を
向上させていきたい。

保
健
管
理

・学校保健安全計画
に基づいて子供の健
康管理と保健指導の
徹底を図る。
・栄養指導を充実し、
体力の向上と健康の
増進を図る。

けがや体調不良の生徒へ
の対応は、家庭連絡も含め
て概ね適切にできている
が、常に全職員で生徒の
様子や状態に気を配って、
素早い対応をしていきた
い。すぐに家庭と連絡がつ
かないことがあるので対応
を考えたい。健康診断の意
義や持ち物などについて
今後も保健便り等活用して
いきたい。
給食等でのマナー指導も
必要である。また、食は学
力の向上ともつながること
である。規則正しい生活の
中で食の大切さを指導して
いきたい。

〇健康、安全につい
ては、日頃から安全指
導、健康指導を適切
に行うことが大切だ
が、家庭の中でもしっ
かりやっていただきた
い。
〇食育、しっかりお願
いします。

規則正しい生活習慣、
健康な身体づくりのた
めに、学校保健委員
会の更なる充実を図
る。
朝食の摂取率や睡眠
時間の確保などの取
組を継続していく。
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保護者や地域からの要望に、適
切に対応している。

要望に対しては丁寧に迅速な対応を心がけ
た。

特別な教育支援を必要とする生
徒への支援体制が整備されてい
る。

特別支援教育コーディネーターを中心として
体制を整え、関連機関と連携を図っている
が、支援を要する生徒への対応が難しい事
例もある。ただ、校内委員会を設置し定期的
に会議を実施していることから当該生徒やそ
の保護者へのアプローチ等徐々にその成果
が表れている。

合理的配慮が必要な生徒に対
する配慮事項が職員に周知され
ている。

合理的配慮の提供が十分ではなく、合理的
配慮について教職員が十分理解できていな
い。

交流学習が計画的に行われてい
る。

特別支援学級の生徒の学校行事等での交流
は行われているが、通常授業での交流学習
が少ない状況である。

教職員一人一人が、担当する施
設設備を把握し、鍵の管理や点
検を日常的に行っている。

定期的な点検を実施し，鍵等の適切な管理
を徹底した。

よりよい学校環境や生活環境を
目指した整備が行われている。

全学年教室に電子黒板が設置され活用して
いるが、教科の偏りが見られる。施設設備面
は老朽化が進んでいるので、少しずつ修繕し
ている。
教室の掲示物などを工夫し、よりよい学習環
境に努めた。

施設設備の留意事項を守り、使
用後の整理整頓が確実に行わ
れている。

後片付け、使用後の整理整頓を徹底してい
るが、不要物がまだ多い状態が課題である。

学校いじめ防止基本方針の内容
が、全職員に周知されている。

いじめ防止基本方針の確認し、いじめへの対
応を徹底し共通理解している。毎年見直しを
している。

い
じ
め
防
止

・学校いじめ防止基本
方針を策定し、いじめ
防止について、組織
的に取り組んでいる。

「情報モラル集会」を行い、
本校の「いじめ撲滅宣言」
に繋げていけるよう試み
た。
・「いじめ撲滅宣言」が生徒
にさらに浸透する取り組み
を進めていきたい。
・「いじめ」については、早
期発見・早期対応・早期解
決できるように「報告・連
絡・相談」を徹底するよう、
初若年層を中心に声かけ
を行った。

いじめへの対応は、学
校はもちろん家庭、地
域がそれぞれの立場
でいじめを見逃さない
対応が大切である。

教育相談やアンケート
の実施などにより、い
じめの早期発見に努
め、いじめの芽を摘む
とともに、いじめに対し
ては適切に対応する。

特
別
支
援
教
育

・特別な教育支援を必
要とする子供の理解と
指導・支援の協力体
制をつくる。

特別支援教育に対する認
識を深め、専門性の向上
に努め、通常学級に在籍し
ている配慮が必要な生徒
への指導や支援が適切に
できるようにする必要があ
る。通常学級の生徒と特別
支援学級の生徒とのよりよ
いかかわり方を考え、交流
学習を計画的に進めてい
きたい。

発達障害など、配慮を
要する生徒がいること
で先生方の対応の難
しさを感じる。研修等
で知識も高めてほし
い。通常学級との交流
をしてインクルーシブ
教育を充実させてい
ただきたい。

通常学級に在籍して
いる配慮が必要な生
徒について、特別支
援コーディネーターを
中心に関係機関とも
連携をして支援体制を
整える。特別支援学級
の生徒の実態に応じ
て、通常学級との交流
を進めていく。

施
設
設
備
・
環
境

・施設設備の有効活
用と教育設備や環境
の充実を図る。

危険箇所等がないか、常
に意識をもって日々の安全
点検等に努める。修繕箇所
は教育委員会と相談しなが
らできるだけ早く対応する。
生徒の委員会活動をとおし
て、自らの生活・学習環境
の向上を図る。

清掃や修繕が行き届
いているように感じた。
その他にも老朽化が
みられるところは改修
や修繕をお願いした
い。教室の掲示物がと
ても工夫されている。

計画的に修繕を行っ
ていく。
日々の点検を行い。
敷地内すべての環境
整備ができるよう取り
組んでいく。

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携

・地域・保護者への情
報提供を積極的に進
め、地域・保護者との
連携を深める。

地域団体、ＰＴＡに支えら
れ、地域との連携が図られ
ている。また、コミュニティス
クール関連の取り組みに力
を入れる。
生徒が地域の一員としての
自覚を高められるようにし
ていきたい。また、保護者
からの意見や要望に対して
組織で対応できるようにし
ていく必要がある。

社会福祉協議会が中
心となり、学校と連携
した地域行事等への
中学生のボランティア
活動は有意義である。
行事がなくなると地域
の子供の成長がみら
れなくなってしまう。進
路相談等は学校から
も積極的に情報を発
信したほうがよい。

積極的に地域に貢献
できる中学生になるよ
う、ボランティア活動を
はじめ地域での活動
に参加できる体制をつ
くっていく。進路相談
等も積極的に情報を
発信するようにする。
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いじめの早期発見、早期対応を
図ることができる体制が確立され
ている。

いじめアンケートの実施、教育相談週間の設
定、チャンス相談などを通して、いじめの早期
発見、早期対応に努めている。

道徳の授業を計画的に実践して
いる。

道徳の授業を計画的に実施するとともに、教
育活動全体をとおして生徒の「豊かな心」の
育成に努めた。

道徳の授業において、生徒の道
徳的心情を高めようとしている。

道徳科を学校全体として大切にする雰囲気
を高めていくことが必要だと考える。また、各
学級の様子は知ることができるローテーション
道徳も効果的手法だった。

教育活動全体を通して、道徳的
判断力・実践力の育成に努めて
いる。

朝の会や帰りの会をはじめ、すべての教育活
動において道徳的な判断や行動を生徒に考
えさせている。

生徒会活動（全校評議会、生徒
会行事および準備）は生徒の主
体的活動が促されている。

全校評議会や専門委員会で職員生徒共にア
イデアを出し合って取り組んだ。
生徒の自主性を生かした活動ができるよう
に、さらに活発なものになるようにしたい。

学級、委員会活動と連携し、自
治活動を促すことができている。

学級活動や委員会活動を通して、自治的な
活動になるよう取り組んでいる。班長会議等
で生徒主体的な活動を多く取り入れている。

部活動は計画的に運営され、生
徒の自主性、責任感、連帯感を
養うことができている。

自主性を促すまでの指導を心掛ける。
地域移行の進め方をどうするかが課題のひと
つである。

学級の中で個々の生徒に、存在
感をもたせる工夫をしている。

生徒一人一人に役割や活動の場を与えた
り、掲示物を工夫をしたりしている。

行事への取り組みを通して、学
級集団の向上を図る手だてを工
夫している。

全校での行事がなくなったが、学年、学級と
いった小集団での活動で主体的な取り組み
が見られた。

生
徒
会
活
動

・生徒一人一人が意
欲的、主体的に学校
生活を送れるような活
動の充実を図り、自治
の力を育成する。

集会や行事、委員会活動
などを生徒に考えさせ活動
させるためには十分な時間
が必要になるので、時間の
確保を工夫する必要があ
る。
今年度は、部長会議を定
期的に行い、月毎の重点
的な活動を活発に行うこと
ができた。

〇生徒会、部活動の
時間の確保は大変だ
と思う。生徒の自主性
を伸ばすために先生
方には見守っていた
だきたいと思う。
〇生徒主体の活動に
なりますよう、指導をお
願いします。

○生徒会活動では、
引き続きリーダーの育
成を図り、教師は準備
やリハーサルにおいて
指導し、本番は生徒た
ちで作り上げていく行
事を実感させたい。
○部活動は、生徒の
成長にも大きく影響を
与えるので、活動内容
を少しでも充実できる
ようにしていきたい。

学
級
活
動

・学級での活動を基盤
として、学級への所属
感や連帯感を育て自
治的集団としての向
上を目指す。

行事や学級活動では、協
力・団結力により取り組むよ
い雰囲気がある。これから
も、生徒一人一人を大切に
して、学級の一員としての
所属感を自覚できるよう工
夫していく。

授業参観時に拝見し
た教室環境や生徒の
雰囲気がとても落ち着
いていた。引き続き学
級づくりをお願いした
い。

よりよい学級活動がで
きるよう、学級計画を
立てる。学級の独自性
と学年での共通の取り
組みをバランスよく取り
入れる。

い
じ
め
防
止

・学校いじめ防止基本
方針を策定し、いじめ
防止について、組織
的に取り組んでいる。

「情報モラル集会」を行い、
本校の「いじめ撲滅宣言」
に繋げていけるよう試み
た。
・「いじめ撲滅宣言」が生徒
にさらに浸透する取り組み
を進めていきたい。
・「いじめ」については、早
期発見・早期対応・早期解
決できるように「報告・連
絡・相談」を徹底するよう、
初若年層を中心に声かけ
を行った。

いじめへの対応は、学
校はもちろん家庭、地
域がそれぞれの立場
でいじめを見逃さない
対応が大切である。

教育相談やアンケート
の実施などにより、い
じめの早期発見に努
め、いじめの芽を摘む
とともに、いじめに対し
ては適切に対応する。

道
徳
指
導

・教師と生徒および生
徒相互のよりよい人間
関係を深め、道徳的
心情と判断力、実践
力を育てる。

道徳の授業研究や研修を
充実させる。道徳の授業時
数の十分な確保する。ま
た、考え議論する授業を展
開する。年間で複数回、道
徳の授業研究を行い、道
徳への理解を深めたい。

人と人との対話や情
操教育が大切である。
道徳の授業だけでな
く、あらゆる活動をとお
して道徳的な気持ちを
育ててほしい。

○道徳の授業研究や
研修を行い、授業時
数を確保し計画的に
取り組んでいく。教育
活動全体で道徳的心
情を育んでいく。
〇考え、議論する道徳
を実践していく。


